
1 

 

令和３年度第１回佐渡市地域自立支援協議会 議事録  

日時・場所 
日時：令和３年１０月７日（木）午後１時３０分～午後２時３０分まで 

会場：新穂行政サービスセンター 第２、第３学習室 

議 題 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画の実績報告について 

（２）各専門部会の作業内容について 

３ その他 

４ 閉 会 

会議の公

開・非公開 
公開 

参加者 

（１）医療機関を代表する者 

 ・佐渡総合病院            副院長  岡崎 実（欠席） 

 ・真野みずほ病院           事務長  阿部 一也 

 

（２）障害福祉サービス事業所を代表する者 

 ・社会福祉法人佐渡市社会福祉協議会  事務局長 細木 寅雄 

 ・社会福祉法人佐渡福祉会       理事長  彈正 佼一 

 ・社会福祉法人しあわせ福祉会     理事   寺沢 正紀 

 ・社会福祉法人とき福祉会       理事長  末武 正義 

 ・社会福祉法人佐渡国仲福祉会     理事長  本間 攻 

 

（３）関係行政機関の職員 

 ・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 部長   儀同 政宏 

 ・佐渡市教育委員会          教育長  新発田 靖 
                     

（４）市長が必要と認める者 

 ・佐渡市手をつなぐ育成会       会長   佐藤 美惠子(欠席) 

 ・佐渡地域精神障害者家族連合会    会長   山本 紀美代(座長) 

 ・佐渡市民生委員児童委員協議会    理事   白井 榮一 

 ・佐渡連合商工会           理事   村川 一嘉 

 ・佐渡市身体障がい者福祉協議会    会長   山城 一雄 

 ・佐渡公共職業安定所         所長   伊東 雅之 

 ・新潟県立佐渡特別支援学校      校長   水谷 武 

 ・佐渡市障がい者相談員        代表   信田 恵子 

出席者 計１５名（２名欠席） 
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専門部会

事務局 

・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部  主査      武井 珠美 

・相談支援事業所 こもれび       相談支援専門員 寺沢 正旭 

・相談支援事業所 はまなすの家     相談支援専門員 原田 恭子 

・障がい者就業・生活支援センターあてび 管理者     石川 和順 

・相談支援事業所 さど         相談支援専門員 金子 奈津美 

                    相談支援専門員 中川 麻衣子 

・新潟県新星学園            園長      田代 健一 

・相談支援事業所 愛らんど       相談支援専門員 奥村 拓也 

計７名 

傍聴者 

・新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部  副部長     山本 清司 

                    地域保健課 課長代理 

                            加藤 花恵 

                    地域保健課 精神保健相談員 

                            髙橋 駿介 

事務局 

・社会福祉課              課長      知本 政則 

課長補佐    兵庫 研司 

障がい福祉係長 海老 由紀 

                    精神保健福祉士 塚本 あすか 

                    社会福祉士   出﨑 丈陽 

計５名 

資 料 

・令和３年度第１回佐渡市地域自立支援協議会会議次第 

・資料１ 第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画数値目標達成 

状況評価表(案） 

・資料２ 令和３年度専門部会作業内容 

・資料３ 令和３年度佐渡市地域自立支援協議会構成機関 

・資料４ 佐渡市地域自立支援協議会開催要綱 

進行及び

協議内容 

１．開会 

【事務局進行】 

＜配布資料の確認＞ 

＜社会福祉課長あいさつ＞ 

＜参加者自己紹介＞ 

＜座長の選出＞ 

「佐渡市地域自立支援協議会開催要項第４条１項により、参加者の互選によ

って定められるとされている。ここで参加者のご意見をいただきたい。」 

「事務局に一任（参加者より）」 

「事務局案として、座長を佐渡市精神障害者家族会 佐渡よつば会の山本会長

にお願いしたい。」 

「異議なし（参加者より）」 
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＜座長に議事進行依頼＞ 

＜座長よりあいさつ＞ 

 

【座長進行】 

２．議題 

（１）第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画の実績報告について 

＜事務局より一括説明＞ 

＜質疑・意見＞ 

社会福祉法人佐渡市社会福祉協議会 細木事務局長 

「訪問入浴サービス事業や日中一時支援事業の数値目標について、居宅介

護のようにサービス見込量の単位として、人数だけでなく時間数や回数

等で表したほうが、より年間サービス量の評価につながるのではないか。

全県で決まっているのであればしかたないが次回計画時検討してほし

い。また、サービス毎に具体的な市内の事業所名を記載したほうがより

わかりやすいのではないか。」 

事務局説明 

「県一律の書式とは思うが、もっとわかりやすいよう見直しを検討してい

く。サービス事業所名の記載についても検討していく。」 

新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 儀同部長 

「就労継続支援 A 型事業所の利用者が大きく増えた理由を教えてほしい。

また、短期入所やグループホームについて引き続き事業所の確保が必要

とされているが、具体的な対策等があれば教えてほしい」 

事務局説明 

「就労継続支援 A 型事業所については、市内に事業所はないが、１名の方

が新潟市の事業所へ通所利用されていることから、令和元年度に比べ令

和２年度は件数増となった。短期入所やグループホームについては、今

年３月作成の第６期障がい福祉計画にもあるように、事業所だけでなく

人材確保も不足しているが、法人の皆様と連携し対応を検討していきた

い。」 

新潟県佐渡地域振興局健康福祉環境部 儀同部長 

「事業所の確保について、今年度や来年度の事業計画や具体的な取組みが

あるか、高齢化で今後も利用増が予想されることもふまえ、課題として

認識していることがあれば、市としての意見も含め教えてほしい」 

事務局説明 

「県の計画にも不足しているとある。現段階では今年度来年度具体的なも

のはないが、県とも連携しながら引き続き法人の皆様と相談を進めなが

ら取り組んでいきたい」 

社会福祉法人佐渡市社会福祉協議会 細木事務局長 
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「サービス不足対策として、たとえば介護保険の老人保健施設等の既存施

設の活用はできないか。夏場等比較的空きがあく時期があるときく。既

に他地域でやっているのをインターネットでみたことがある。」 

事務局説明 

「他地域の状況を研究させてもらいながら検討する。」 

＜その他、質疑・意見なし＞ 

 座長 

 「他に意見がないようであれば、第５期障がい福祉計画、第１期障がい児

福祉計画の実績をふまえ、第６期障がい福祉計画、第２期障がい児福祉

計画を着実に進めていってほしい。」 

 

（２）各専門部会の作業状況について 

 ＜事務局より一括説明＞ 

 ＜質疑・意見なし＞ 

 

３．その他 

 ＜事務局説明＞ 

・障害者週間にかかり例年実施していた「あったかフォーラム」について、

昨年度に続きコロナ感染防止のため中止し、別な形でなにか周知を行い

たい。たとえば授産品販売促進とかよいアイデアがあれば教えてほしい。 

 ・１１月市展と同時開催するアールブリュット展について案内。 

・今年度新規開設した事業所、サンクスゆりいな（４月開設）、相談支援事

業所すたーと（８月開設）、新星学園の放課後等デイサービス（１０月開

設）について案内。 

＜質疑・意見 等＞ 

社会福祉法人佐渡福祉会 彈正理事長 

 「佐渡島の世界遺産国内推薦を受けて、佐渡福祉会で関連した授産品販売

を検討している。いろいろなところで活動している例を聞く。北海道の

授産施設ではカフスボタンを作っているという。世界遺産になることを

考えながら相談の輪を広げてもらいたい。」 

 「事務局より佐渡島が特別な状況下でうまくいかないところがあるとの言

葉があったが、なんとか打破しなければならないこともある。さきほど

意見があった、介護施設と障がい者施設をスムーズに利用するとか。国

県の制度等ありうまくいかないこともあるかもしれないが、佐渡ならで

はの考え方があってもよいのではないか。」 

佐渡市精神障がい者家族会 佐渡よつば会 

 「佐渡の４つのグループ（両津・相川・国仲・南部）が一つになって四つ

葉のクローバーではないが『佐渡よつば会』を発足した。今後ともよろ
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しくお願いしたい。真野みずほ病院が来年１２月に閉院し佐渡総合病院

に統合される。みなさん不安もあるが、大きな病院でまとめて診てもら

えるし中央部に移るんだからとお任せしよう、と乗り気になっている。

ご協力をお願いしたい。」 

＜他、意見無し＞ 

 

＜座長よりあいさつ＞ 

＜座長終了＞ 

 

【事務局進行】 

４．閉会 

  次回は来年２月か３月に開催予定。 

 

備 考 
 

 


